
意見・情報募集結果を踏まえた資材の区分整理（案）

番号 資　材
意見募集時
の区分

募集時の区分等から変更した理由及びその特記事項

1 インドセンダンの実・樹皮・葉 変更なし

2 ウエスタン・レッド・シーダー（ヒノキ科ネズコ属樹木） 変更なし

3 ヒノキの葉 変更なし

4 ヒバの葉 変更なし

5 ヒノキチオール、ヒバ油 変更なし

6 ホソバヤマシゾ（シソ科） 変更なし

7 木酢液、竹酢液 変更なし

8
食用デンプン類（ばれいしょデンプン、コーンスターチ、米デンプ
ン、麦デンプン）

変更なし 括弧内にある各デンプンをデンプン類とまとめた

9 ショウガ 変更なし

10 糖類（少糖類以下の単純糖のみ。糖アルコール、糖タンパク質） 変更なし 区分Cにある糖アルコール、糖タンパク質としてまとめた

11 ワサビ根茎 変更なし

12 ニンニク 変更なし
ニンニクの根茎以外の使用実態に関する情報が得られたことから、ニ
ンニクとしてまとめた。

13 ネギの地上部 変更なし

14 食用天然ハーブ精油 変更なし

15 陳皮（ミカンの皮） 変更なし

【区分Ａ】今後合同会合により指定の可否を検討する資材

資料２－２

区分Ａ



番号 資　材
意見募集時
の区分

募集時の区分等から変更した理由及びその特記事項

【区分Ａ】今後合同会合により指定の可否を検討する資材

16 イギス海藻（サンゴ海藻） 変更なし

17 月桃（ショウガ科ゲットウ） 変更なし

18 酸性電解水、アルカリ性電解水 A,B 区分Bにあるアルカリ性電解水をAに加えた

19 デキストリン 変更なし

20 酒類（焼酎、ビール、ウィスキー、日本酒、ワイン）
A,B,
C-1

B,C-1に区分されていた酒類の一部は、使用実態が明らかなため

21 アミノ酸全般
A,B,
C-1,C-5

アミノ酸の一部は、使用実態が明らかなため、アミノ酸全般としてまと
めた。

22 インド－ル酢酸 B 防除資材としての有効性、安全性等に関する情報提供があったため

23 カイネチン B 防除資材としての有効性、安全性等に関する情報提供があったため

24 コーヒー B 防除資材としての有効性、安全性等に関する情報提供があったため

25 トレハロース B 防除資材としての有効性、安全性等に関する情報提供があったため

26 苦棟（クレン：センダンの樹皮） B 防除資材としての有効性、安全性等に関する情報提供があったため

27 米糠 C-1 防除資材としての有効性、安全性等に関する情報提供があったため

28 食用植物油（サラダ油を含む） C-1 防除資材としての有効性、安全性等に関する情報提供があったため

29 粉ミルク（スキムミルクを含む） C-1 防除資材としての有効性、安全性等に関する情報提供があったため

30 食用菌類（シイタケ、食用きのこ菌） C-5 防除資材としての有効性、安全性等に関する情報提供があったため

31 甘草（マメ科カンゾウ） B 防除資材としての有効性、安全性等に関する情報提供があったため

32 弱毒ウイルス 新規追加 合同会合において、特定防除資材としての検討対象されているため

区分Ａ



番号 資　材
意見募集時
の区分

募集時の区分等から変更した理由及びその特記事項

【区分Ａ】今後合同会合により指定の可否を検討する資材

33 二酸化チタン 新規追加 防除資材としての有効性、安全性等に関する情報提供があったため

区分Ａ



【区分Ｃ－１】これまでの合同会合において特定防除資材に該当しないと判断された資材

番号 資　材
意見募集時
の区分

募集時の区分等から変更した理由及びその特記事項

1
食用海草類及びその加工品（アオサ、アオノリ、寒天、コンブ、布
海苔等）

変更なし 括弧内にある個別の名称を海草類としてまとめた

2
野菜類（青ジソ（シソ）、キャベツ、きゅうり、ケール、ショウキョウ（ショウガ）、ダイ
コン、トマト、ニラの葉、ニンジン、ネギ、ハクサイ、ホウレンソウ、ワラビ等）

変更なし 括弧内にある個別の名称を野菜類としてまとめた

3
果実類（アケビ、スモモ、ナシ、パイナップル、バナナ、ブドウ、リン
ゴ、レモン、パパイヤ、オレンジ、グレープフルーツ等）

変更なし 括弧内にある個別の名称を果実類としてまとめた

4 アルファルファ、アルファルファペレット 変更なし

5 イネ 変更なし

5 米（強化米、くず米など） 変更なし

6 オート麦 変更なし

7 その他の食品（区分Aに分類されるものを除く：牛乳、クルミ、コーラ、コショウ
の実、スルメイカ、納豆、ヤマイモ根茎、ヨーグルト等）

変更なし 括弧内にある個別の名称をその他の食品としてまとめた

9 根粒菌 変更なし

10 食塩 変更なし

11 豆類（ソラマメ果実、大豆、トウモロコシ果実) 変更なし

12 麦芽 変更なし

13 放線菌 変更なし

14 ヨモギ 変更なし

15 水 変更なし

区分Ｃ－１



【区分C-2】文献等により、毒性を有している可能性がある資材
番号 資　材

意見募集時
の区分

募集時の区分等から変更した理由及びその特記事項

1 椿サポニン 変更なし

2 Tyophora Asthmaticaの葉 変更なし

3 アセビ 変更なし

4 キラヤ材（シャボンの木） 変更なし

5 ツバキ油、ツバキ油粕、ツバキの種子 変更なし

6 ひとで 変更なし

7 ユッカ（リュウゼツラン科） 変更なし

8 スズラン 変更なし

9 アルキルエーテル硫酸エステルナトリウム 変更なし

10 スチレンポリマー 変更なし

11 塩化マンガン 変更なし

12 次亜塩素酸カルシウム（高度サラシ粉） 変更なし

13 ドライアイス 変更なし

14 ポリエチレングリコール 変更なし

15 悪茄子 B ステロイドアルカロイドの一種であるソラニンを含有するため

16 木酢タール B 発ガン性物質であるベンゼンを含有する可能性あるため

区分Ｃ－２



【区分C-3】他の法令ですでに規制されている資材

番号 資　材
意見募集
時の区分

募集時の区分等から変更した理由及びその特記事項

1 アスコルビン酸 変更なし

2 エタノール 変更なし

3 オゾン 変更なし

4 ギ酸カルシウム 変更なし

5 クエン酸 変更なし

6 クエン酸-3-カリウム 変更なし

7 グリセリン 変更なし

8 グリセリン脂肪酸エステル 変更なし

9 コウモリの骨を腐熟させたリン酸カルシウム 変更なし

10 コハク酸ナトリウム 変更なし

11 シアナミド 変更なし

12 シンナムアルデヒド 変更なし

13 ソルビタン脂肪酸エステル 変更なし

14 ソルビット 変更なし

15 ソルビトール 変更なし

16 動物の屎尿（家畜、うさぎ等を含む） 変更なし
動物の糞尿としてまとめ、動物の屎尿のうち家畜の屎尿は家畜排せ
つ物法で規制

17 パントテン酸カルシウム 変更なし

区分Ｃ－３



【区分C-3】他の法令ですでに規制されている資材

番号 資　材
意見募集
時の区分

募集時の区分等から変更した理由及びその特記事項

18 ビタミンB2 変更なし

19 ヒドロキシプロピルデンプン 変更なし

20 フマル酸 変更なし

21 プロピレングリーコールモノ脂肪酸エステル 変更なし

22 プロピレングリコール 変更なし

23 リンゴ酸 変更なし

24 遺伝子組み換え酵母 変更なし

25 塩化カリウム 変更なし

26 過マンガン酸カリウム 変更なし

27 過酸化水素水（オキシドール） 変更なし

28 銀 変更なし

29 珪砂 変更なし

30 珪藻土 変更なし

31 脂肪酸 変更なし

32 次亜塩素酸 変更なし

33 次亜塩素酸ナトリウム 変更なし

34 酒石酸 変更なし

区分Ｃ－３



【区分C-3】他の法令ですでに規制されている資材

番号 資　材
意見募集
時の区分

募集時の区分等から変更した理由及びその特記事項

35 酢酸 変更なし

36 酢酸ボルドー（酢酸銅＋生石灰のボルドー液） 変更なし

37 水酸化カリウム 変更なし

38 水酸化ナトリウム 変更なし

39 多価アルコール脂肪酸エステル（ショ糖ラウリン酸エステル） 変更なし

40 堆肥 変更なし

41 第三リン酸ナトリウム 変更なし

42 炭酸水素ナトリウム・銅液剤 変更なし

43 銅イオン水 変更なし

44 二酸化ケイ素(シリカゲル) 変更なし

45 硫酸アンモニウム 変更なし

46 硫酸マンガン 変更なし

47 1-オキシ-3-メチル-4-イソプロピルベンゼン 変更なし

48 イタドリ B
使用実態の情報がなく、根茎は専ら医薬品として使用される成分本
質（原材料）リストに掲載

49 カフェイン B 使用実態の情報がなく、薬事法において規制

50 キトサン B
使用実態の情報がなく、当該物質は飼料食品添加物であり、食品衛
生法において規制

51 ステビア（キク科の甘味植物） B
使用実態の情報がなく、ステビア粉末、抽出物は飼料食品添加物とし
て食品衛生法において規制

区分Ｃ－３



【区分C-3】他の法令ですでに規制されている資材

番号 資　材
意見募集
時の区分

募集時の区分等から変更した理由及びその特記事項

52 ハマスゲ B
使用実態の情報がなく、専ら医薬品として使用される成分本質（原材
料）リストに掲載；コウブシ

53 ひまし油 B
使用実態の情報がなく、専ら医薬品として使用される成分本質（原材
料）リストに掲載

54 プロポリス B
使用実態の情報がなく、プロポリス抽出物は飼料食品添加物であり、
食品衛生法において規制

55 ポリフェノール類（タンニン酸、カテキン） B
使用実態の情報がなく、カテキンは飼料食品添加物であり、食品衛生
法において規制

56 リンゴ酸ナトリウム B 使用実態の情報がなく、食品添加物として食品衛生法において規制

57 過炭酸ナトリウム B 使用実態の情報がなく、食品衛生法において規制

58
各種漢方原材料（カッコン、クララ、黄柏、黄蓬、黄連、黄芍、海人草、マクリ、鬼杖根、香甘菊、山麻杵、紫草、小通草、松
節油、石椒草、蒼求、大血藤、丹参、当帰、半夏、番椒、百部根、椒目、芍薬、黄檗、サイシン、センキュウ、タイソウ、白
参、ダイオウ、オウゴン、センブリ、ウコン、チョウセンニンジン、ドクダミ、ナツメ、ナンテン、ボウフウ葉、カヤの実、山鶏
根、アガリクス等）

B 使用実態の情報がなく、一部の原料は薬事法において規制

59
植物ホルモン類及びその誘導体（エチル-3-インドールアセテート、
ベンジルアデニン）

B 使用実態の情報がなく、農薬取締法において登録されているため

60 EDTA-4Hのカルシウム塩 C-1 肥料取締法において規制

61 アロエ C-1
葉の液汁は専ら医薬品として使用される成分本質（原材料）リストに
掲載

62 エチレングリコール C-1 消防法第4類危険物

63 にがり C-1
食品添加物として食品衛生法において規制（粗製海水塩化マグネシ
ウム）

64 ポリリン酸カリウム C-1 肥料取締法において規制

65 除虫菊粉末 C-1 防虫菊の成分であるピレトリンは、農薬登録（農薬取締法）

66
植 物 生 育 促 進 菌 類 「 フ ォ ー マ 菌 」
（http://www.greenjapan.co.jp/soil_dekasoil.htm）

C-1 肥料取締法において規制

67 炭酸カルシウム C-1 食品衛生法（飼料添加物）、農薬登録（農薬取締法）

68 オレイン酸ナトリウム C-2 飼料添加物として食品衛生法において規制

区分Ｃ－３



【区分C-3】他の法令ですでに規制されている資材

番号 資　材
意見募集
時の区分

募集時の区分等から変更した理由及びその特記事項

69 ポリアクリルアミド C-2 毒物及び劇物取締法（劇物）

70 メチルアルコール C-2 毒物及び劇物取締法（劇物）において規制

71 安定化二酸化塩素 C-2 飼料添加物として食品衛生法において規制

72 塩酸 C-2 食品添加物として食品衛生法において規制

73 過酸化カルシウム C-2 農薬登録（農薬取締法）

74 大豆サポニン C-2 食品衛生法（ダイズサポニン）

75 茶の実の粕 C-2 チャ種子サポニンは飼料添加物として食品衛生法において規制

76 乳酸 C-2 食品衛生法

77 尿素 C-2 肥料取締法において規制

78 硫酸第一鉄 C-2 食品添加物として食品衛生法において規制

79 グアヤコール C-2 薬事法において規制

80 お茶の実 C-4 食品衛生法（チャ種子サポニン）

81 食品添加物 C-5 食品添加物として食品衛生法において規制

82 微量要素肥料 C-5 肥料取締法において規制

83 分散/展着剤（５％） C-5 農薬取締法において規制

84 パラフィン、パラフィンワックス C-5 食品添加物として食品衛生法において規制

区分Ｃ－３



番号 資　材
意見募集時
の区分

募集時の区分等から変更した理由及びその特記事項

1 カーボンブラック 変更なし

2 ナイロン不織布 変更なし

3 アゼツシマミミズ B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

4 イチジク樹液 B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

5 イチョウ B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

6 オオイタドリ B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

7 オオバコ B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

8 オクラ（木本性植物(野菜のオクラではない)） B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

9 クマザサ B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

10 シトロネラ B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

11 スギナ B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

12 トウガラシ果実 B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

13 ニッキ、桂皮、シナモン B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

14 ビワの葉 B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

15 フマル酸二ナトリウム B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

16 フミン質（フミン酸、フルボ酸） B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

17 プロピオン酸アンモニウム B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

【区分C-4】過去の合同会合において整理してきた特定防除資材の要件から、特定防除資材に該当しないと判断できる資材

区分Ｃ－４



番号 資　材
意見募集時
の区分

募集時の区分等から変更した理由及びその特記事項

【区分C-4】過去の合同会合において整理してきた特定防除資材の要件から、特定防除資材に該当しないと判断できる資材

18 ペニシリウム・ピラーイ菌 B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

19 ペパーミント、ハッカ B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

20 ポリエチレン B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

21 マタタビ果実 B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

22 マロン酸 B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

23 マロン酸二ナトリウム B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

24 ヤマイモキチナーゼ B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

25 ユーカリ油 B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

26 ラベンダー B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

27 リグニンスルホン酸塩 B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

28 レッドクローバー B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

29 レモングラス（イネ科） B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

30 レンゲ B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

31 貝殻 B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

32 核酸（イノシン、ヒポキサンチン、アデニン） B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

33 活性炭（原材料の種類を問わない） B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

34 柑橘類（オレンジ・グレープフルーツ）種子 B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

区分Ｃ－４



番号 資　材
意見募集時
の区分

募集時の区分等から変更した理由及びその特記事項

【区分C-4】過去の合同会合において整理してきた特定防除資材の要件から、特定防除資材に該当しないと判断できる資材

35 鉱物（カオリン、ゼオライト、セピオライト、石灰石、長石） B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

36 山椒葉 B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

37 脂肪酸塩類（石鹸を含む） B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

38 菖蒲葉（サトイモ科ショウブの葉） B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

39 酢酸カルシウム B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

40 水溶性セルロース B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

41 茶の葉 B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

42 楠 B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

43 乳酸菌 B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

44 馬尾松（ばびしょう：中国産まつの1種） B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

45 琉球桑 B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

46 ラフマ B パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

47 ホウ素 C-3 パブリックコメントで確認したところ、使用実態の情報なし

区分Ｃ－４



番号 資　材
意見募集
時の区分

募集時の区分等から変更した理由及びその特記事項

1
CSL（コーンスティープリカー；トウモロコシを浸漬した、コーンス
ターチの生産過程で生じる副産物）

変更なし 資材について再確認し、括弧書きの内容を訂正

2 アルカリ性ビルダー 変更なし

3 いね科植物 変更なし

4 エビ類 変更なし

5 オーシャンナーゼ 変更なし

6 カゼイン 変更なし

7 カツオの魚体 変更なし

8 カニ類 変更なし

9 カンフル液 変更なし

10 ギシチャー 変更なし

11 キレート亜鉛 変更なし

12 キレート鉄 変更なし

13 ケイ素を含む鉱石 変更なし

14 コーゲンターゼ 変更なし

15 コトニー 変更なし

16 ジークン 変更なし

17 スモーク油乳化剤 変更なし

【区分C-5】定義が不明確で評価・指定の対象とならない資材

区分Ｃ－５



番号 資　材
意見募集
時の区分

募集時の区分等から変更した理由及びその特記事項

【区分C-5】定義が不明確で評価・指定の対象とならない資材

18 タンパク質分解酵素 変更なし

19 トマト果実及び葉茎等の残さ 変更なし

20 ハナズボミ 変更なし

21 ワックス 変更なし

22 ビターゼ 変更なし

23 ビタミン類 変更なし

24 ヒノキ及びスギの樹皮、茎あるいは枝葉の破砕及び粉砕剤 変更なし

25 ヒューミックアシズ 変更なし

26 ふすま 変更なし

27 プラスチック 変更なし

28 マツ、松の根 変更なし

29 ミント類 変更なし

30 やし油脂肪酸 変更なし

31 黄作高 変更なし

32 過酸化脂質 変更なし

33 海水 変更なし

34 海草（食用のものを除く） 変更なし

区分Ｃ－５



番号 資　材
意見募集
時の区分

募集時の区分等から変更した理由及びその特記事項

【区分C-5】定義が不明確で評価・指定の対象とならない資材

35 海洋深層水から作られた塩 変更なし

36 灰（かまどの灰） 変更なし

37 貝化石 変更なし

38 各地から採取した土 変更なし

39 核酸関連物質 変更なし

40 魚煮出し分解濃縮液 変更なし

41 鶏骨 変更なし

42 光合成細菌 変更なし

43 酵素 変更なし

44 酵母エキス 変更なし

45 酵母菌 変更なし

46 鉱滓粉末 変更なし

47 香料 変更なし

48 高分子ポリマー 変更なし

49 雑穀 変更なし

50 山枝子 変更なし

51 山野草 変更なし

区分Ｃ－５



番号 資　材
意見募集
時の区分

募集時の区分等から変更した理由及びその特記事項

【区分C-5】定義が不明確で評価・指定の対象とならない資材

52 酒粕 変更なし

53 小溝樹 変更なし

54 青草（雑草やわき芽、ハーブなど） 変更なし

55 魚、小魚、魚粉 変更無し

56 洗濯の廃液 変更なし

57 総合アミノ酸 変更なし

58 総合酵素 変更なし

59 多糖類 変更なし

60 脱酸素剤 変更なし

61 淡水藻類 変更なし

62 炭酸塩有機酸 変更なし

63 炭素酸（コークス、無煙炭） 変更なし

64 竹 変更なし

65 竹林菌 変更なし

66 中性洗剤（ママレモン） 変更なし

67 直鎖アルキルベンゼン系 変更なし

68 天然ハーブ精油（食用以外のもの） 変更なし

区分Ｃ－５



番号 資　材
意見募集
時の区分

募集時の区分等から変更した理由及びその特記事項

【区分C-5】定義が不明確で評価・指定の対象とならない資材

69 天然ワックス 変更なし

70 電子エネルギー水、波動水、セラミック水 変更なし

71 糖アルコール 変更なし

72 豆粕（マメカス） 変更なし

73 南天星 変更なし

74 乳化剤 変更なし

75 粘着剤 変更なし

76 粘土 変更なし

77 廃油 変更なし

78 醗酵モロミ残渣液 変更なし

79 微生物培養エキス 変更なし

80 微量元素 変更なし

81 風呂の残り湯 変更なし

82 保存剤 変更なし

83 防腐剤 変更なし

84 油粕 変更なし

85 有機ゲルマニウム 変更なし

区分Ｃ－５



番号 資　材
意見募集
時の区分

募集時の区分等から変更した理由及びその特記事項

【区分C-5】定義が不明確で評価・指定の対象とならない資材

86 有機酸 変更なし

87 有機酸カルシウム 変更なし

88 有機溶剤 変更なし

89 オゾン水 B 使用実態の情報がなく、その定義が不明

90 シルクパウダー B 使用実態の情報がなく、その定義が不明

91 ヒバ、ヒノキ B 使用実態の情報がなく、その定義が不明

92 海草類（エクロニア・マキシマ） B 使用実態の情報がなく、その定義が不明

93 赤色イオウ細菌 B 使用実態の情報がなく、その定義が不明

94 脱酸素水 B 使用実態の情報がなく、その定義が不明

95 籾殻酢液 B 使用実態の情報がなく、その定義が不明

96 各種微量要素 C-１ 使用実態の情報がなく、その定義が不明

97 安定剤 C-２ 使用実態の情報がなく、その定義が不明

98 パイナップル酵素 C-３ 使用実態の情報がなく、その定義が不明

区分Ｃ－５


